
第４回「呉の昔話」動画コンテスト（自由部門）入賞作品一覧 
「楽しんで作った気持ちが伝わってくる」を審査基準に今年は 10名の審査員で賞を決定 

 
１ 最優秀作品賞 「乙女椿」原井望紘 (東畑中３年）  

 
原井さんは、昨年度に続き応募。前作は B G M など音声がない点が惜しまれたが、今回は

音声読み上げソフトを使用しています。この点は評価が別れましたが、なにより昨年度に続

き、最も困難なアニメーション作品作りに自分一人の力で二年連続挑戦した熱意に審査員一同

感動し最優秀賞を授与することになりました。おめでとうございます。 

 
２ 優秀作品賞  
「ひとつ目小僧の話」      ②「要次郎じいさんとタコ」 

恒村 暦 （東畑中２年）      今橋大地 （東畑中３年） 

 
 
 
 
 
 

 

３ 特別賞 「若宮さんと延命の水」 ももちゃんのポケットの会 
 
「ももちゃんのポケットの会」は、音戸地区を拠点に子どもたちに絵本による読み聞かせを

行なっているボランティア団体です。 音戸地区に伝わる昔話をこれまでに３作、作画から

自分たちで制作されているそうです。鈴など小道具も利用し工夫して読み聞かせしている姿に

感銘を受けました。呉の子ども達のためにこの素晴らしい活動を続けてくださることを願って

特別賞を出すことになりました。 

 
 

４ 奨励賞（佳作） 
① 「呉市天応が宮島さんの候補地だった？！」川崎順平(昭和北中３)  

 

「生成 A I を使えば中学生でもこれだけの作品が創れるのか！」審査員一同を驚愕させた作品

です。作者の「少し残念で、でもクスッと笑える昔話を、同世代の人たちにも知ってもらい、

父の出身地である天応への関心を高めたい」という意図は成功しています。  
  

 
②「呉のタイムスリップ」 子ども映画制作教室@呉   

 
 本作品は、「子ども映画制作教室@呉」のワークショップに集まった小中学生たちが制作し

た呉のタイムスリップ冒険譚。撮影・編集はプロの手を借りていますが、子供達が自分たちの

発想で脚本を書き上げ 役を決め、とても楽しみながら作ったことが伝わってきます。 

 

 
③「治作とお浦」   ④「お地蔵さんのたたり」  ⑤「キツネの恩返し」 

中下結登（東畑中２年）  小野心愛（東畑中１）  原田春来（東畑中１年）  
 
 
 
 
 
 

 
 

背景制作には生成 AI を活用

し、それに手づくりの人形を使

うことで見応えのある作品にな

っています。人形の細かな動き

の工夫に感動。 

一枚一枚、絵を丁寧にか

き、B G M など効果音も

うまく活用し見応えのあ

る完成度の高い作品に仕

上げています。 

 

自分の選んだ呉の昔話の絵を自分の手で一枚、一枚、楽しみながら描いて、テロップや効果音なども

加えながらとても楽しませてくる作品になっています。ぜひ、次年度も素敵な作品を作って、楽しませ

てください。 

https://youtu.be/sl372ImKSqM
https://www.youtube.com/watch?v=XutzVirkRO4&pp=0gcJCZQKAYcqIYzv
https://www.youtube.com/watch?v=ue58Lgybz6k
https://youtu.be/KlI39vfd0qw
https://youtu.be/NFhCPi1A56w
https://youtu.be/WTvOZj307zs
https://www.youtube.com/watch?v=tGL3QoUAZy8
https://www.youtube.com/watch?v=6v-dpC5N_f0
https://www.youtube.com/watch?v=YAqVC_cq2FM


 
第４回「呉の昔話」動画コンテスト（課題部門）入選作品一覧 

課題「戦後 80 年、あなたの平和への想いを伝えてください」 

「伝えたい熱い気持ちが伝わってくる」を審査基準に今年は 10名の審査員で賞を決定 

実施に際して、呉市教育会の有志の皆様から多くの寄付をいただきました。この場を借りてお礼を申し上げます。 

 
１最優秀作品賞  「平和への思い」昭和中 きらり学級  

平和学習として実際に戦争を体験された方からお話を通して学んだことを、教師と生徒が

協働して動画を制作、文化祭で発信するという素晴らしい教育活動を行なっています。文化

祭では、さぞ戦争体験を話された方をはじめ、多くの方に感動を与えたことでしょう。生徒

達は主にナレーションとして活躍していますが、何度も練習した様子も伺えます。今年は生

成 A I も活用し、見応えのある作品に仕上げています。教師と生徒がそれぞれの特性を生か

して「協働」して作り上げた作品。その名の通り、「きらり」と光る学級の作品です。 

 

 
２ 優秀作品賞 2 点 
 

① 「わしは水の守り船、武智丸じゃ～！」 

呉三津田高校放送部 
 

られた作に戦時中は実、は防波堤しまれている親ばれ呼と武智丸」「あるに呉市安浦町 
取材し、知られざる戦争の記憶をわかりやをその歴史を知る地元の方です。コンクリート船

すく伝える作品です。映像や編集技術を含め、作品としての完成度はプロの作品に負けてい

です放送部ないのではないでしょうか。「さすが全国レベルで活躍している呉三津田高校

しみにしています。楽も活躍の今後。声の感嘆から審査員ね」と  

 

 
②  「オーストラリアと日本の架け橋へ」  

広南中学校（道丹 岳 三谷拓夢 山田閃太郎 宇田川星浬 高松 宏輝）  
 

長浜公園には、戦争花嫁第 1 号となった少女の物語を伝える「恋虹ベンチ」が３年前に地

元有志の手で設置されています。以来、この物語を訪ねて、オーストラリアから多くの方が

来られ、呉とオーストラリアをつなぐ架け橋となっています。2025 年秋に「二つの花」と

いう新たなベンチが設置されました。そのベンチの設置に立ち会った中学生たちが、そのベ

ンチのことを多くの人に知ってもらいたいと願い、制作した作品です。B G M も自分たちで

演奏するなど中学生が自分たちで苦労しながら作ったことが伺われる作品です。 

 
３ 奨励賞（佳作）2 作品 

「子ども映画制作教室@呉」のワークショップに集まった小中

学生たちが制作した作品の中で、平和をテーマにした二作品を

今回、応募いただきました。 

『闘争中 ～Friends on Earth～』は、「自分たちにとっての平

和とは何か」を問い、日々の当たり前の暮らしこそが平和であ

ることに気づき、子どもたちの自由な発想が爆発した SF ファ

ンタジーです。『無法地帯』は、「平和ってなんだろう？」か

ら、「平和じゃない世界」とはどんな世界だろう？と発想する中で生まれた作品だそうです。 

このワークショップでは、子どもたちが脚本を書き、演じ、撮影して短編映画を完成させます。子どもたちが主役とな

って運営し、プロに教わりながら小中学生が協力し、自由な発想を大切に「やり遂げた!」という体験を届けているそう

です。 

2026 年もワークショップの開催を予定しているそうです。参加してみたい方は、「子ども映画制作教室のホームペー

ジ」で募集情報や詳しい内容をお知らせがあるようですので、ぜひご覧ください。  
           
 
 

https://youtu.be/DZnI6Tcb7mw
https://youtu.be/EaxFjsNoPKM
https://youtu.be/CAY0H3pCddU
https://www.youtube.com/watch?v=WpruQviKSN4
https://youtu.be/S8j9OwE_FMk
https://hiff.jp/program/00003147/)
https://hiff.jp/program/00003147/)



